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研究成果の概要（和文）：本科研以前の調査も含め、これまでに６３箇所、計１８４５点の能・

狂言面のデータを集積し、これをデータベース化した。これによって、面の名称、墨書、刻印、

刻銘などの文字情報から能・狂言面の検索が可能となった。面の異称などによる検索方法の改

良は今後も必要であるが、能面データベースの雛形を作ることができた意義は大きい。 
 
研究成果の概要（英文）：A data base of 1,845 Noh and Kyogen masks from 63 collections, 
including those from previously conducted surveys, has been created making it now 
possible to search these masks  by written information such as the masks' names, written 
information in sumi (India ink) beneath the lacquered surface of the backs of the masks, 
the carved seal signature and year of authorship. Although further improvement is needed 
in order to search masks by their other names, the creation of a Noh and Kyogen mask data 
base is very significant.  
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１．研究開始当初の背景 
本研究グループは、これまでに国内３０箇所
を超える所蔵者を訪ね、能・狂言面の調査を
行い、平成１５-１６年度には科学研究費補
助金〔基盤研究（ｃ）（２）〕（研究課題名「能・
狂言面のデータベース化のための基礎的研

究」。研究課題番号１５５２０１２８）を受
け、能・狂言面のデータベース化に必要なデ
ータを収集し、能・狂言面データベースの可
能性と課題を検討した。 
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２．研究の目的 
能・狂言面研究は、能・狂言研究の重要な一
角であるにも関わらず、文学史・中世史・芸
能史・美術史など、複数の分野に亘る研究テ
－マであることに加え、所蔵が個人や地方の
寺社であるために調査に制約が伴うことが
障害となり、これまで、多角的総合的見地か
らの体系的研究が行われてこなかった分野
である。本研究では、各地に所蔵される能・
狂言面を網羅的に調査し、赤外線デジタル撮
影によって、面の表裏に記される銘文、極書、
印鉋、所蔵印を判読し、さらに、マイクロス
コ－プ、ファイバーマルチチャンネル分光器
などの非破壊的手法を用いて、木地、漆、顔
料、膠着剤などの材料を科学的に分析し、あ
らゆる年代測定情報を集積し、能・狂言面に
関する総合的なデータベースを構築する。さ
らに、各地への能面の伝播・地方祭礼におけ
る使用状況の調査も平行して行い、能面の様
式の形成過程の解明をめざしていく。 
  
３．研究の方法 
（１）日本内外に所蔵される能・狂言面を網
羅的に調査し、赤外線デジタル撮影によって、
面の表裏に記される銘文、極書、印鉋、所蔵
印を判読する。 
（２）マイクロスコ－プ、ファイバーマルチ
チャンネル分光器などの非破壊的手法を用
いて、木地、漆、顔料、膠着剤などの材料を
科学的に分析する。 
（３）叙上の方法によって、あらゆる年代測
定情報を集積し、能・狂言面に関する総合的
なデータベースを構築する。 
 
４．研究成果 
国内では、林原美術館（岡山市）、国立能楽
堂（東京都）、香川県歴史博物館、菅浦須賀
神社郷土史料館（滋賀県）、甲津原神社（滋
賀県）、三重県伊勢市通町公民館、三重県伊
勢市一色町公民館、賀多神社（三重県鳥羽市）、
大歳神社（兵庫県神戸市須磨区）、新穂歴史
民俗資料館（新潟県佐渡市）、正法寺（新潟
県佐渡市）、牛尾神社（新潟県佐渡市）、大聖
院（新潟県佐渡市）、能楽資料館（新潟県佐
渡市）、善竹忠一郎家、茂山千五郎家、片山
家（一部）、金桜神社（山梨県）、上田市立博
物館（長野県）、諏訪神社（長崎市）、善竹忠
一郎家・茂山忠三郎家・山本東次郎家・和歌
山県立博物館寄託紀州東照宮蔵面・佐賀県立
博物館寄託高取家蔵面・宗像神社（福岡市）、
嵯峨芸術大学博物館寄託清涼寺所蔵面、梅若
家所蔵面、林喜右衛門家所蔵面、押領司家所
蔵面（宮崎県）、国外では、ザンクトガレン
民族博物館（スイス・ザンクトガレン）、リ
ートベルク美術館（スイス・チューリヒ）、
リンデン州立民族博物館（ドイツ）、ウィー
ン民族博物館（オーストリア）、ギメ美術館

（フランス）、アムステルダム国立美術館（オ
ランダ）、グラッシ博物館（ドイツ）・エッセ
ン民族博物館（ドイツ）、Pitt Rivers Museum
（イギリス）、Victoria & Albert Museum（イ
ギリス）、the British Museum（イギリス）
の調査を行ない、本科研以前の面調査も含め
て６３ヶ所、１８４５点の能・狂言面のデー
タを集積し、これをデータベース化した。こ
れによって、面の名称、墨書銘、焼印などの
文字情報からの検索が可能な形となった。面
の異称の入力等、検索方法にはまだ改良すべ
き点が多く残っているが、能面データベース
の雛形を作ることができた意義は大きい。 
なお、現存面は、修復や塗り重ねを経ている
ものが多く、面の表面の情報だけでは今日に
至る面の歴史を掘り起こすことができない。
一例が紀州東照宮所蔵面であり、ここには祭
礼の中で塗り替え、塗り重ねによる改造が多
く施された面が多く所蔵されている。非破壊
を条件とする本調査では、塗り替えの事実の
確認と、漆下の墨書銘の調査に限定されるが、
今後、博物館との連携によって、調査方法の
拡大が期待される。 
また、本研究では、能・狂言面と共に所蔵さ
れていた能道具についても、関連研究として
新知見が得られた。その一例が、金桜神社蔵
の鼓胴から発見された、鼓胴作者「折居」の
署名と花押である。 
調査の結果は、所蔵先や地域に報告を行うこ
とを原則とし、三重県伊勢市一色町、三重県
伊勢市通町、三重県鳥羽市賀多神社所蔵面の
調査の成果は、伊勢市教育委員会編『一色の
翁舞調査報告書』に収録されている。 
なお、海外所蔵面調査は、事前の調査打ち合
わせを含め、多大な準備の時間を要し、調査
方法も含め、模索の段階からの開始であった
が、未発掘の面データを集積する可能性を開
くと共に、海外との学術交流への寄与という
点においても重要であるとの認識を持つに
至った。the British Museum（大英博物館）
の調査結果は、同博物館ＨＰにおいて公開の
協力要請があり、調査資料を提供した。本研
究において、調査依頼の手順、調査形態、調
査機器の吟味等、海外調査の方法をほぼ確立
することができたものと思われる。 
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